
記述後の活動「ピア・レスポンス」

―初級後半日本語学習者の場合―

大 塚 望

キ
ー

ワ
ー ド : ピ ア ･ レ ス ポ ンス ､ 記述後 の指導､ 作文の 推蔽､ 初級後半学習者

0 . は じ め に

日本語 の作文指導と して記述後行われ て い る こ とは ､ 主と して ｢ 添削+ で ある ｡ しか し､

それ に対 して は教 師側 の 負担 が大き い わり に効 果が ある の か疑 問視す る向きもある ( 中川

1 9 9 2) ｡ そ こで ､ 教師の 添削 だ けに頼 らな い ｢ ピ ア ･ レ ス ポ ンス+ と い う学 習者 同士の 推敵

活動を日本語の ク ラス で実際に行 っ て み た｡ こ こで は初級後半の 日本語学習者にと っ て ピ

ア
･ レ ス ポ ンス は有効な活動で あるか ､ また有効な活動 にす るため にと る べ き方法や考慮す

る点は何 かな どを考察する ｡ 授業での 反省 と課題を明 らか に しつ つ ､ 日本語学習にお ける作

文授業 の あり方 につ い ても考えた い ｡

1 . 書くことの問題点

日本語学習者 が作文を書くと き､ 語桑や 文法に ばかり目を奪わ れ ､ 外国語で ある 日本語を

｢ 書く+ とい うことに集中して しまう結果､ ｢ 読み手+ と いうもの の 存在を忘れがちである こ

とは ､ 第二外国語を学習 した こ と の ある者 なら経験的に知 っ て い る こ と で あろう ｡ こ の こと

は､ 岡崎 (2 00 1) にお い て ､ 熟達 した書き手と未熟な書き手の とるス トラテ ジ
ー の違 い の 中

にも見 る こ とが できる ｡ つ まり､ ｢ 未熟 な書き手 は ( 中略) 誰 に向か っ て書 い て い るの か考

えな い (p 95)+ と言われるもの である ｡

また ､ 学習者は ､ 表現 した い 語柔が 日本語で何 と言う の かわか らない とき辞書を使う こ と

がある ｡ しか し
■
､ 辞書で見 つ けた その 新た な語桑が文体 ､ 文脈､ 用法 の点か ら適切 に使えて

い るの か どうか わ か らず､ 迷 い なが ら書くと い う こ と もあ る (注 1 ) ｡ そ して ､ 量 を書くこ

とに困難さを覚える ｡ さらには ､ 頭 の 中で翻訳を行うために頭に 浮かんできた概念や意見を

即座に書くこ とが できず ､ 話が途中で切れ て しまう､ ある い は ､ せ っ か く思 い 浮か んだもの

も い ざ次に書 こうと思 っ て も､ その段 階で は忘却 して しま っ て い ると い っ た こ とがありうる ｡

実際､ 筆者が授業初め に行 っ た ｢ 書く こ と につ い て の ア ン ケ
ー ト+ ( 回答者 5 名) で も｢ 日本

語で作文や レポ
ー トを書くとき､ どん なことに困りましたか+ と いう質問に対 して ､ ｢ たくさ

ん書 けない+ と答 えた学習者が大半で あっ た ｡ また ､ 全員が｢ 言葉や文法の 間違 い+ をあげた ｡

した が っ て ､ 書くこ と の 問題点と して は ｢ 読み手不在+ ｢ 書く量+ ｢ 間違 い+ などをあげる
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こ とができる ｡

2
. 書 い た後の問題点

書 い た後の活動と して ｢ 推敵+ があるが ､ 学習者は推敵を どこ まで行 っ て い る の だろうか ｡

学習者は自分の 書 い たもの を読み直すと いう活動が少なく､ い わ ゆる ｢ 書き っ ばな し+ で済ま

せ て しまう こ とが多 い ｡ また添削さ れた作文 に つ い て も読み 直す こ と が少な い ようで ある ｡

ア ン ケ
ー

ト で も｢ 先生 が返 した作文を どう しま した か+ と い う質問に対 し､ ｢
一

度読ん だ+ と

答えた人が 2 人 ､ ｢
-

､
二 度読ん だ+ フうミ2 人 ､ ｢ 何度も読 んだ+ が 1 人と いう結果で あ っ た ｡ ほ

と ん どの学習者が ､
一

度ある い は 二度読み 返 しただけで記述後(濠削後) の活動を終えて い る｡

次に ､ そ の 添削 された 内容に つ い て も理解 されて い るとは言 い にく い ｡ ア ン ケ ー

ト で ｢ ど

う して書き直さ れた の か わ か っ たか+ と い う質問に対 し､ ｢ 大体 わか っ た+ と答えた人が 4

人､ ｢ とき どきわか らなか っ た+ と答えた人が 1 人で あ っ た ｡

つ まり､ 書 い た後の 問題点と して は ｢ 書き っ ばなし+ ｢ 添削の 意味がわ か らな い+ と いう

点が あげられ る｡ 特 に ｢ 書き っ ばな し+ と いう問題は､ 岡崎 (2 0 0 1) にお い て ｢ 未熟な書き

手は ( 中略) 一 度書 き上 げた らそれ で 終わりとする ｡ 手直 しは個々 の言 い 回 しや字句と い っ

た言葉 の 形式 に焦点 が当て られ て 行わ れ る ( p 9 5)+ と言わ れ ､ 書 い た後 だ けで なく ､ 書 い

て い る最中にも行うべ き手直しがあまり行われ ない ことを指摘 して い る ｡

それ で は､ 書く こと ､ 特 に書 い た後にお ける活動を充実させ ､ 次の 書くこ と へ の熟達を目

指すの に有効な活動と は どんなもの で あろうか ｡ 熟達 した書き手と い うもの が ､ 読み手を意

識 し､ 何度も書き直すこ とをス トラ テジ ー と して行う者 で あるなら ば､ それ を促すような活

動が取り入 れられ る必要がある ｡

3 . ピア ･ レ ス ポンス ( P e e r r e s p o n s e) と先行研究

ピア ･ レ ス ポ ンス とは ｢作文の 推敵課程 に行う学習者同士の 話し合 い 活動 (池田 1 9 99)+

と言われ るもの である ｡ こ の 利点と して ､ 池田 ( 1 9 9 9) は次の 二点をあげて い る ｡

･ ピア
･ レ ス ポ ンス は読み手の存在を意識化 させ るこ と で書く目的を明確 に し､ 推蔽の

た めの 情報交換や分析的 ､ 批判的思考を促す｡

･ ピア ･ レ ス ポ ンス では ､ 作文をよりよくす るとい う課題に対 し､ 社会的､ 創造的なイ

ン タ
ー

ア ク シ ョ ン の学習がで きる｡

利点の 第 一 は､ 第 一 節で 問題と して取り上げた ｢ 読み手不在+ を解決するもの で ある ｡ ま

た第二節 の ｢ 書き っ ばな し+ ｢ 添削の 意味が わか らな い+ と い う 問題点も ピア ･ レ ス ポ ン ス

と いう活動の 中で ､ 何度も読み直し､ お互 い に意見を述 べ 合うこ とによ っ て解決され るもの

と考えられ る ｡

先行研究の 中には ､ ピア ･ レ ス ポ ンス 以外にも様 々 な記述後 の活動 へ の 提案と実践報告が

あり ､ そ れぞれ に効果が見 られる ｡ 今回 は､ 学習者にと っ て 同じ立場 で あるクラス メ ー トが ､
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自分の 書 い たもの を読み ､ 意見を交換す ると い う活動の 中で ､ 学習者同士 によ る問題解決や ､

動機付けの 強化な どが期待できるもの と考え､ ピア ･ レ ス ポ ンス を書く ことの 授業の 中に取

り入れ たもの である ｡

こ れま で ピア ･ レス ポ ン ス の 日本語学習者 へ の研 究と して は管見 で は池田 ( 1 9 9 9) が見 ら

れ るだ けであり､ また その対象者 は中級学習者で あ っ た ｡ 今回ピア ･ レ ス ポ ン ス の活動を取

り入れ た学習者 は､ 初級後半 の学習者で ある ｡ 新たに初級後半の 日本語学習者にもこの 活動

が有効 で あるか考察 し､ 導入する上 で考慮する点な どを提案 した い ｡

4 . 方 法

4 . 1 . 学 習 者

日本語で書く飴力 の 上達に目標を絞 っ た ｢ 書くこ と+ の 授業は ､ 週 1 コ マ ､ 9 0 分で行 っ て

お り､ 半期1 8 コ マ で修了する カリ キ ュ ラム で ある｡

学習者はプレ ー ス メ ン トテス トによ っ て レ ベ ル 3 に分 けられた韓 国､ ベ トナム ､ ネパ ー ル ､

イ ラ ン ､ ブ ル ガリア ､ フ ラ ンス の 学生 ､ 計 7 名 で ある｡ 日本語学習歴は最長が 7 年で ､ 他 は

皆1 0 ケ月か ら 5 ケ 月で ある ｡ 7 年間と い うの は本国で高校 か ら習 っ て い るた めで あり､ 他 の

学生より は日本語 に慣れ て い た｡ また ､ 日本語能力検定試験を受験 した こ と は全員な い と い

うことだ っ たが､ レ ベ ル 3 の クラス は 日本語能力検定試験 3 級合格を目指す段階というこ と

もあり､ 全員 一 通り文法の 学習を終えた初級後半 レ ベ ル の学生と言えよう｡

4 . 2 . 作 文 経 験

これ まで の作文学習が どの ように行われて い たか ､ また本人はその こ とに どの ような評価

ある い は感想をも っ て い たの だろうか ｡ ｢ 書く こ と につ い ての ア ン ケ ー

ト+ の他 に､ ｢ 作文学

習経験に つ い て の ア ンケ ー ト+ ( 日本語ある い は英語で の 回答) も行 っ た ｡ ｢ 書く こと に つ い

ての ア ン ケ
ー

ト+ で は ､ 日本語学習に つ い ての み 質問 し､ 要望な ども併せて 吸い 上tヂたもの

である ｡ この ｢作文学習経験 に つ い て の ア ンケ ー ト+ で は ､ 日本語学習に限らず母語の教育

( い わゆ る国語教育) ､ ある い は外 国語教育 にお ける作文経験 につ い て広く質問した ｡ こ れ は､

ピ ア ･ レ ス ポ ンス の活動の 取り組み方を考えるうえでの 良き材料 と＼な っ た ｡

結果は以 下の もの である ｡

学習者A : 作文､ 詩､ レポ ー トな どを書 い た ｡ 楽しかっ た ｡

学習者 B : い く つ か の テ ー マ の 中か ら
一

つ を選んで宿題と して作文を してくる ｡ 次の授

業で み んなの前で読ん だ ｡ 先生 が添削 した ｡

学習者 C : 授業の 中で学んだ後 ､ たくさん練習 した ｡ 家で は宿題がたくさんあ っ た ｡

学習者 D : 高校で新聞の社説などを読んで ､ 同じス タイル ､ 構成で自分の 意見を書い て

くる ｡ それを先生が添削 した ｡

学習者 E : 第二外 国語 (英語) の作文に つ い て ｡ ほとん どが エ ッ セ
ー を書く こ とを い つ

も宿題と して出された ｡ 授業で は ､ 文章の構造 (序の 書き方 ､ 本文の段落や
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結論な ど) に つ い ての 説明が あ っ た ｡ 作文は教師が内容や構成に つ い て漆削

してくれた ｡ 大変役立 っ た ｡

学習者 F : 授業で 作文を書 い て ､ 先生 が直 した ｡ そ れだ けで ､ ｢ 書か なけれ ば い けな い

か ら書 い た+ と い うの が本当の と こ ろだ っ た ｡

学習者 G : 作文は宿題で 出さ れる の が ほとん どで ､ 授業内で教えて もら っ た こ とは ほと

ん どな い し､ 作文に つ い て 話 し合 っ た こ ともな い ｡

こ の よう に学習者の 中に は文章の構成に つ い て 講義 を受け､ それ に則 っ て あるい はそれ を意

識 して書くこ とを学習 した者もい た ｡ 他 は大体 ､ 書 い て添削さ れ ると い う学習経験であ っ た｡

つ まり､ 書 い た後 にそれをもと に話 し合うと い っ た活動をした ことがある学習者は い なか っ た｡

4 . 3 . 授 業

ピア ･ レ ス ポ ン ス の 活動を導入する前に訓練期 間を設ける必要が ある こ とが言わ れて い る

(St a nl e y 19 92) ｡ 今回の 授業で は学習者の 要望 ( 注 2) もあり､ 授業時間と して訓練期間を

設ける こ と は しなか っ た ｡ そ の代 わり､ 活動の概要を説明し､ 教師自身も ピア ･ レ ス ポ ン ス

( シ ー

ト記入) に参加する こと によ っ て ､ こ の活動の やり方 を示 した｡

手順 は､ 学習者 にまず作文課題 と して 同
一

の テ ー マ を提示 し､ 宿題( 注 3 ) と して 書 い て く

るように した ｡ そして､ 次の 授業の初め30 分程度時間をとり､ ピア ･ レ ス ポ ンス の 活動を行 っ た ｡

同 一 の テ
ー

マ を課題と した の は ､ まだ 日本語学習が初級後半で あるため ､ テ ー マ の 選択を

学習者 に課すと負担に なるばか りで なく､ 自分の 日本語能力 に向か ない よう なテ ー マ を選択

して しまうこ とを避ける ためで ある｡ また ､ ピア ･ レ ス ポ ン ス を行うにも 一 度自分 で書 い た

テ ー マ は､ 内容を理解 しやすく､ 意見を出しや すい と考えたか らで ある ｡

実際の ピア ･ レ ス ポ ン ス に は､ 次の ようなシ ー トを用意 した ｡

* 内容 に つ い てだけ書い てくださ い ｡ 文法につ い ては書かずに､ 話してくださ い ｡

さんの作文 につ い て 名前

い い と こ ろ

お も しろ い と こ ろ ■

上手だと思うと ころ

質問

聞きた い こ と

わ か らない こ と

も っ と知りた い こ と

段落や構成 に つ い て

ア ドバ イ ス な ど

-
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池田(1999) の 定義によれば､ ピア ･ レ ス ポ ンス とは｢話し合い 活動+ の ことで ある｡ S c hl u m -

b e r g e r a n d M a n g el s d o rf (1 9 9 2) の 調査で は､ 学生同士が面と向か っ て批判 し合う こと が学

生によ っ て は感情的に マ イナス 効果となる こ とを考慮 し､ 書くこ と によ っ て こ の 活動を行 っ

た と い う例 がある ｡ 今回 は感情的な マ イ ナス 効果だけで なく ､ 学習者が初級後半で 日本語だ

けで話し合 い を行う困難さも考慮し､ この シ ー トを作成した｡
一

旦､ 自分の 考えを書くこと

によ っ てまとめ ､ その後 に話 し合うと い う方法で ある｡ また ､ こ の シ ー

トを書くこ と自体が

日本語の 書く学習にもなりうると い う利点もある｡

こ の シ ー

ト は先行研 究にもあるよう に､ まずポ ジテ ィ ブな感想 を述 べ る こ とか ら始 めた ｡

それは批判しあうことが感情的に マ イナス 効果 になる可能性がある ことか ら､ お互 い に話 し

やすさと い う点を考慮 して の もの で ある｡

その次 に､ 質問を書くようたした ｡ 先にも述 べ た通り 日本語能力 の まだ低 い 学習者 にと っ

て ､ 意見を述 べ たり批判を した りする こ とが難 しい こ とと ､ 一 方 ､ 日本語能力 に関係 なく文

化的に批判的な態度をとりにく い こ とが予想される学習者 ( 注 4 ) も い るた め ､ 質問とい う

形をと っ た ｡ こ れに よ っ て ､ 内容 の不備や 不統 一 ある い は誤解 ､ 誤読な どもこ こ で明らか に

で きると考えた ｡

さ らに ､ 内容面だ けで なく､ 文章の構成と いう骨組み全体 につ い ての 視点をもて るように

なる ( これ は先行研究で もア ウトライ ンや主題文などの 導入 によ っ て構成力を つ けようと い

う研究がある) ため に ､ 段 落や構成に つ い て 考える枠をつ く っ た ｡ これ は ､ も し具体 的に日

本語 で指摘で きなか っ た と して も､ そう い う視点をもつ こ とが意識され るよう にな るこ とを

ねら い と した ｡ 構成 へ の 視点をもつ こ とが熟達 した書き手に近づ く方途だと考えられ るか ら

で ある｡

シ ー トを記入する際 には､ 内容 に つ い て だけコ メ ントを書くように指示 した ｡ 学習者は文

法や語桑の 間違 い にも っ とも関心 があり､ 文章全体 の こ と ､ つ まり読み手 へ 伝えた い こ と､

そ の 効果的な文章構成な ど - は目 が向き にく い こ とを考慮 した ｡ ただ し､ 文法 に関 して何 も

コ メ ン ト しなくて い い と いう の は ､ 学習者 と して は ､ 間違 い か も しれな い 文法事項をすぐに

確認で きな い と いう落ち着か なさがあろうし､ また ､ 小宮 (199 1) にある ように ｢ 学習者自

身で解決で きる問題+ まで教 師が引き受ける必要は ない ｡ そ こ で ､ 文法的な間違 い などは話

し合 い の 中で 指摘するよう に指示 した ｡

教室で は二 人の ペ ア を作り作文を交換 し読み合う ｡ ペ ア を作る とき留意 した点( 注 5 ) は ､

学習者の レ ベ ル と人間関係で ある｡ 先行研究 ( N el s o n a n d M u rp h y 1 992) で もこの 活動を

嫌が っ た学生が い た こと や ､ 中国人学生が グ ル
ー

プの 調和を気 に して 有効 なレス ポ ンス がで

きなか っ た と い う結果も見 られた か らである ｡ そ こ で ､ 同 じ国の 出身で すで に友人関係 にあ

る 2 人をペ ア に し､ 他よ り少 しレ ベ ル の 高 い 2 人で ペ アを作 っ て もら い ､ 残り 3 人は い ずれ

も男性で年齢も近い の で
一

つ の グル ー プと した｡ まず各学習者が この シ
ー

トを埋め ､ その 後

シ
ー

トをもと に話 し合う｡

ピア
･ レ ス ポ ンス の 後は ､ 通常の授業 に戻り､ その 日 の課題と して 新たなテ ー マ を与えた ｡

教師は回収 した作文を持ち帰り､ 添削 し､ 教師自身も内容 に関する シ
ー

トを書 い た ｡ 作文 の
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添削は従来と似 て い るが ､ 配慮する点と して ､ 今回はシ ー トの 記入もあるた め､ 添削の 方は

語句や文法を中心に行 っ た ｡ 意味がと れない 箇所などは シ
ー

トの 内容面で質問す るこ と に し

た ｡ できる だけ宋書きする こ と は避け､ 文法的な間違 い 以外は鉛筆ある い は青 ペ ン で 書く こ

とに した｡

そ して ､ 次の 授業 で返却 し､ 学習者 は教師とク ラス メ ー トか らの シ ー トをもと にもう
一

度

書き直 し､ 翌週 に再度提出する ｡ 書き直 しの 際には ､ シ ｢ トある い は話 し合 い での 意見や質

問の すべ て に回答する必 要はな い こ と ､ 自分で シ ー トを参考にもう
一

度よく考えて ､ い い 作

文になるように書き直すことを注意した｡

こ れ が
一

つ の作文 にお ける記述後の 活動 で ある ｡ 学習者 は
一

つ の テ ー マ に つ い て
一

度目は

自分だ けで内容も構成も考えて書き ､ 二 度目は読み 手の意見や 質問を踏まえた上 で書くと い

うこ と になる｡ まとめ ると以下の よう な流れ にな る｡

学 習 者 め 活 動 教 師 の 活 動

1 . 同
一

の テ ー マ に つ い て 書く (豪で宿題) 一 作文 1 回 目

2 .
ピア ･ レ ス ポンス (教室で) ー 学習者 へ の 支援

･
-

シ
ー トを埋め る

添削 学生 に返却

ー 最終的な意見を書く

添削 学生に返却

･ ペ ア ある い は グル ー

プ で件文 を交換 し読み合う

･ シ ー ト を埋 め る ( 内容中心)

･ シ ー

ト をもと に話 し合う ( 内容と文法)

一 教師に作文とシ
ー トを提出

3 . 教 師と クラス メ ー トか らの シ ー トをもとに書き直す

(家 で宿題) 一 作文 2 回 目

4 . 一 教師に提出

5 . 教 師の 添削を確認する

5 . 考 察

5 . I . 第 一 作文と第 二 作文

ピア ･ レ ス ポ ンス の結果を見てみ た い ｡ 第
一

回目の課題 ｢ 私の趣味+ に つ い て の作文を取

り上 げる ｡ まず､
一

回目に書 い た作文 (第
一

作文) と二 回目に書 い た作文 (第二作文) を比

較 して､ どの ような改善が見 られた の か ､ シ
ー

トを参照 しなが ら見て い く｡

5 . 1 . 1 . 分 量

まず作文の 産出量と いう点か ら見て み ると ､ 次の ようにな っ た ｡ 第 一 作文を①､ 第二作文
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を②とす る｡ (学習者 G は第
一

回目課題作文を提出しなか っ たの で ､ 第二 回目の 課題 『11月

の違 い』 の 結果である｡)

学習者 A :

学習者 B :

学習者 C :

学習者 D :

学習者 E :

学習者 F :

学習者 G :

① 5 4 0 字

@ 2 2 0 S

① 2 00 字

@ 2 6 0 S

① 3 6 0 字

① 2 2 0 字

① 1 80 字

- @ 7 8 0 S

一 ② 3 0 0 字

一 ② 360 字

- @ 3 0 0 S

一 ② 4 2 0 字

一 ② 3 6 0 字

一 ② 360 字

どの 学習者も第二作文で分量が増 えて い る ｡ 他 の課題作文で も第 二作文で 産出量 が増加 し

て い た ｡ 書く量が増えた こ とが 一 概 に い い 結果であると は言えな い が ､ 初級後半の 学習者に

と っ て ､ 量を書く こと の 困難さ は問題の
一

つ で もあ っ た の で ､
■
そ れを解決する方法 と して 有

効であると考えることがで きる ｡

ピア
･ レ ス ポ ン ス の 活動 (特 に シ ー ト の質問項目) によ っ て ､ 書くこ とある い は説明 しな

ければならな い こ とが 明らか になり､ 書き直 しで分量が増えたと考える こ とが で きる｡ 第二

作文 で は､ 第
一

作文で ひ らがな表記 だ っ た もの を漢字表記するように指摘 され直 して い るた

めに､ 字数は減少して もい い はずだが､ それで も増加して い るとい うことは､ 内容の 増加､

構成の 変化 による増加 と考える こ とが で きる ｡

5 . 1 . 2 . 内 容

第
一

作文と第二作文の内容を比べ て み ると､ あ い ま い だ っ た点が説明されたり､ ある い は

書きにく い こ と は削除 したりと変化が見 られた ｡ それ に よ っ て読み手が わかりやす い 文章に

な っ て い る ｡ こ れ は ､ 質問され る こと で真意を伝える工夫､ ある い は複雑で 自分の レ ベ ル で

は言えな い こ とは逆に言わ な い と い う選択 によ る変化と考えられ る｡ つ まり､ 内容面も充実

したもの にな っ たと言えよう｡

た だ ､ どの 程度ピア ･ レ ス ポ ンス を踏まえて書き直すか とい う点は ､ 個人差があり多くの

質問のうち 一 点だけをとりあげて少 し書き足す学習者もお り､ また なる べ くす べ ての 質問に

答えようとする学習者もおり､ まとめ方はそれぞれ の考え方 によ っ て違 っ た もの で あ っ た ｡

5 . 1 . 3 . 構 成

構成と して ､

学習者 A :

学習者B :

学習者C :

学習者 D :

学 習者 E :

学習者F :

まず段落の 数の 変化 につ い て見て み る｡_ そ の 結果が次の もの である ｡

(丑 3 段落 一

① 1 段落 一

① 2 段落 一

① 2 段落 ｢
① 1 段落 一

① 2 段落 一

(彰 4 段落

② 4 段落

(彰 3 段落

(彰 3 段落

② 3 段落

② 3 段落

-

4 5 -



学習者 G : (彰 3 段落 一 ② 4 段落

学習者は原稿用紙の使 い 方を習 い ､ 段落 を作 っ て書くこ と自体 は知 っ て い る ( これ は母語

で の作文でも同様) はずであるが ､ 実際に作文をする と上 の 第
一 作文 に見られ るように最初

だ け字下げを して書き始め ､ その 後は新た に段落を作 る こと なく最後まで行くと い う例が多

く見られ る ｡ ほと ん ど段 落や構成 へ の 視点が ない と考える こ ともで きる｡ 日本語で ､ ある程

度ま とま っ た量 を書くこ と に慣れ ない 学習者は ､ 日本語 を書く こ とに集中し､ こ の よう な構

成 へ の 配慮が疎か になる傾向が見 られ る ｡

しか し､ 第二作文の 段落数は い ずれ も増加 して い た ｡ 特 に､ 学習者 B と E は第
一 作文で

段落を
一

つ だ けしか作 っ て い なか っ た の に対 し､ ピア
･ レ ス ポ ンス後 は内容の まと まりごと

に段落を作 っ て い る ｡

内容と段落の 関係 につ い て見て みる と ､ 適切 に分 けられ た ､ ある い は ､ 新 しい 内容が新 し

い 段落と して付 け加えられてJ ､ た｡ 逆に ､ 整理 して段落を減らし内容をまとめた という方向

の推敵は見 られなか っ た ｡ そ れ は初級後半の 学習者 にと っ て ､ 点在する相似 した段落を統合

するま で の 日本語能力や文章全体を見渡すと い う視野が ､ まだ不足 して い るため と考えられ

る｡ 教 師側 の指摘によ っ て ､ 統合 した段落を第二作文で作 り直 した例は見られた ｡

第
一

作文か ら第二作文 - の変化だけでなく ､ こ れ以降の 課題作文で は段落の な い作文ある

い は
一 段落だけの作文と い っ た もの は見 られなくな っ た ｡ これ は構成 へ の 視点が い くらか作

られた結果だと考えられ る｡

5 . 1 . 4 . 時 間

課題作文を書くの にかか っ た時間に つ い て も調査 した ｡ イ ン タ ビ ュ
ー の結果､ 書くの に要

した時間は個人によ っ て ､ 長 い 人 ( 3 時間) か ら短 い 人 (1 0 分) と分かれ て い たが ､ 第
一 作

文と第二作文間で の 時間の変化 と して は ､ ほ とん どの 人( 4 人) が同 じくら い の 時間をかけ､

一

部 ( 2 人) が 第二作文 の 方が書く時間がか からなか っ た と答えた ( 1 人未回答) ｡ 同じく

ら い の 時間を第二作文にもか けたと いうこ と は ､ ピア ･ レ ス ポ ン ス の 結果 を踏まえて考えて

書き直 したと考えるこ と が できる ｡ 推敵が時間をか け､ 考え､ 読み直 し､ 書き直す活動だ と

すれ ば､ ま っ たくゼ ロ か ら始め る第
一 作文と 同程度の 時間を書き直 しの 第二作文にもか けた

という こ とに は､ 大きな意味があると考えられる ｡

5 . 2 . 質問シ ー ト

ピア ･ レ ス ポ ン ス に使 っ た質問シ ー

トに つ い て も言及 して お きた い ｡ 最初 にシ ー トを埋め

てもら っ たときは ､ 一 言ずつ の コ メ ン トしか入 っ てない もの が多か っ たが ､ 回を重ねるうち

に シ
ー

トも多く埋まるようにな っ た ｡ 教師の 書 い た シ
ー

トを参考に して ､ どんなこ と に気を

つ けなが ら読み進め るか ､ 何を コ メ ン トす べ きか と い う点が次第に明らか にな っ た と考えら

れ る｡

質問シ
ー トを日本語で書くこと自体も日本語学習の 一 環と凄け止めて い る学生が多ぐ､ そ

の 意味 でも学習の 機会が増えて い ると考えるこ と が できる ｡

-
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5 . 3 . ア ンケ ー ト

ピア ･ レ ス ポ ンス を二 度行 っ た後で ､ ア ン ケ ー

トを行 っ た ｡
r
先行研 究で言 われて い る効果

が学習者自身の 中にも意識と して上 っ て い るの か どうか ､ また不満 に思 っ て い る点があるの

か調査 し､ 改善するた めで ある｡

質問は ｢ 作文を書い た後､ 友達の 作文を読み ､ 意見を書い て話し合い ました｡ 感想を教え

て くだ さ い ｡ ′

い い と思 っ た こ と ､ 困 っ た こ と ､ 気が つ い た こ と ､ なん でも い い で す｡+ と し､

日本語ある い は英語で 回答 してもら っ た ｡ その 結果は ､ 次の 通りで ある ｡

学習者 A : 友達と ､ 書 い た作文 の こ と を話すの は い い が ､ 友達は 間違 い が直せな い ｡ で

も､ 友達の作文を読ん で ､ い ろ い ろ な情報を提供 してもらえる の はとても い

い ｡

学習者 B : と て もい い こ とだ と思う ｡ 新 しい こ とばや漢字､ 文法な どを友達の作文か ら

習 っ た ｡

学習者C : 書くことと読むことの技能を伸ばすの には い い 方法だと思う｡

学習者 D : 友達 の作文を読んで ､ 同 じ間違 い がな い か ある い は 自分 の 間違 い に気付 い た

り､ もう 一 度自分 の作文を読み 直 したり した ｡ 同じような こ とを し か ､ よう

に気を つ けようと思 っ た ｡

学習者 E : 正しい 文の 作り方や どう考えを表現すれ ばい い の かな ど勉 強になることが多

い ｡ 書く こ とと話すこ とによ っ て意見交換する こ と は､ 書く技能を上 達させ

るに は い い 方法 だと思う｡ でも､ 時 々 他 の 人が言 っ て い るこ と が十分 に理解

で きな い こ ともある ｡

学習者F : い い と思う｡

人が書 い たもの を読 むこ とによ っ て ､ 自分の 書 い たも. の と比較 し､ 新た に気付 い た点な ど

があり有効で あ っ た と い う感想が多か っ た ｡ また ､
一

方で ､ 内容や構成よりも､ 文法や語桑

を正 しく使うこ と に関心が行き､ 正 しく書 けれ ば い い 文章であると考えて い る向きが ある こ

とも次の 回答か らうかが えた ｡

学習者G : い い こ とだとは思うが ､ も っ と短 い 時間に抑えて ､ 新し い ことを習 い た い ｡

ある い は前に善かれ た作文をク ラス の 中で短 い 時間で議論す′るな ど｡ も っ と

文法 に つ い て や りた い ｡

こ れまで の書くことに関す る先行研究ある い は報告の 中では ､ 書く内容を充実させ るため

に アウ トライ ンや主題文作成を試み るもの も多く見られた ｡ 教師側と して は ､ し っ かりとし

た レポ ー トそ して論文を日本語で書 ける よう になるため に ､ こ の ような授業を考え実際効果

が見られ るわ けだ が ､ 一

方 で こ の ような学習者の 文法重視 の意見を聞くと ､ こち らの ねら い

をきちんと学習者に理解させ た上 で行わない と学習者の不 満となる ことも反省として残 っ

た ｡

最後 に､ 意見を交換する の に話 しにくさ などはなか っ たか どうか に つ い て もイ ン タ ビ ュ ー

した結果､ 今 回の 学習者に つ い て はそう い う意見は 出なか っ た ｡

-
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6 . ま と め

今回 は ､ 導入 に時間をか けられ なか っ た の で ､ 教師がそ の見本を示すため に同 じシ
ー トを

使 っ て ､ 意見を述 べ た ｡ 二 回目か らは学習者の シ
ー トもか なり埋 まる ようにな っ た｡ 項目の

中で は ､ 構成や段落な どに つ い て ｢ い い+ ｢ 悪 い+ の コ メ ン トは見られ て も､ どうすれ ばよ

くなるか と いうア ドバイ ス まで は言及する学習者は い なか っ た ｡ しか し､ 構成 につ い ての 教

師の コ メ ン トを読む こ と で学習者自身の 中にそう い う視点が持て た で あろう こと は ､ 段落数

の 変化や構成の変化とな っ て作文の 中に表れ て い た ｡

全体的に見て初級後半に は難 しい 活動かも しれ か ､ ｡ 学習者同士の 話 し合 い の様子を観察

して い て も､ 日本語 で 日本語の 間違 い をす べ て訂正す る こと も難 しい (上級学習者も この 点

は同様) うえ､ 特に構成 に つ い て 述 べ る こ とは日本語能力の 問題だけで なく､ 日本語で 書く

ということ自体に慣れ ない 学習者に はや はり未熟なもの とならざるを得ない ｡ 学習者には日

本語だ けで なく外国語を使 っ て も い い と言 っ たが ､ 話 し合 い も日本語の勉強と考え､ 外 国語

を使う者 はほと ん どい なか っ た ｡ 学習者自身が こ の 活動の 全てを日本語の 学習で あると考え

て い る こ とを示 して い る ｡

初級後半の 学習者に ピア ･ レ ス ポ ンス を導入する留意点として ､ シ
ー トを使用する こ と､

教師もそ の シ ー トを使用する こ と ､ ペ アを作 るときの 配慮 ( 人間関係､ レ ベ ル な ど) な どを

試み た ｡

最後 に教師の 負担と いう点で は､ 添削と シ
ー

ト記入の 二 つ を教師がする こと となり､ 負担

は減っ たとい うよりも増えた かもしれない ｡ しかし､ 学習者の 第二作文での 改善点ある い は

そ の 後の作文を観察すると早 い 上達が見 られる と いう点 で は､ 迷 い なが ら行う添削だけより

は有効では ない か と考えるもの で ある｡

7 . お わ り に

初級後半の 日本語学習者 にも ピア
･ レ ス ポ ン ス と いう活動が有効 で あるこ とが わか っ た ｡

作文の 内容
･ 構成 ･ 量の 郵こわた っ て 改善され た点が多か っ た ｡ また学習者自身の 意識の 中

に ｢ 読み手+ と い うもの を意識させ る土とができ､ 同時に ｢ 書きっ ばなし+ と いう問題も解

決する こ と ができた ｡ ただ し1 中級 ､ 上 級 の学習者と違 い ､ 日本語運用能力ある い は語桑数

な どが足りな い 学習者である こ とを考慮 した取り組み の必要性が ある ｡ それ は今回､ 試 して

み た方法 で ある ｡

最後に ピア
･ レス ポ ンス の利点の

一

つ で あるイ ンタ ー

アク シ ョ ンとい う側面を伸ばすこと

が ､ 初級後半 の学習者に は難 し い 点と して残 るが ､ こ の 点も含め て今後とも取り組んで い き

た い ｡
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注

( 1)

( 2)

3

4

5

中川 (1 992) にも同様の 指摘が ある｡

なる べ く文法をたくさん学び た い と い う要望があり ､ 授業内で訓練だ けの 時間を数時間

とる ことは反発があると感じられた｡

宿題 にした の は学習者の 要望 によ るもの である ｡

アジ ア人の 学生に多 い と い う研究もある ( N el s o n a n d M u r p h y 1992) ｡

留意点と して は池田 ( 1 9 9 8) の ｢ 日本語作文 へ の適用モ デ ル+ で の留意点を参考に した ｡
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T h e p u r p o s e of thi s p a p e r i s t o p r o p o s e t h e m o d el i n th e w riti n g cl a s s of t h e l att e r h alf of

th e J a p a n e s e b e gi n n e r s .
"

P e e r r e s p o n s e
”

i s w id el y p r a c ti c e d i n E S L b u t n ot i n J a p a n e s e

l e a r ni n g . S o l t ri e d t hi s a cti vit y i n m y w riti n g cl a s s . S t u d e n t s w rit e c o m p o siti o n s w ith th e

s a m e th e m e at h o m e . A n d t h e y r e a d t h e m e a c h o t h e r i n cl a s s , w rit e c o m m e n t s i n t h e

s h e e t s a n d t alk w it h . A ft e r t h at
,
th e y h a n d it i n a t e a c h e r . T h e t e a c h e r c o r r e ct s th e m a n d

w rit e s c o m m e n t s i n th e sh e e t s . S t u d e n t s w rit e it a g ai n r ef e r ri n g t o 2 sh e e t s . T h e r e s ult i s

th a t p r o d u ci n g q u a n tit y w a s i n c r e a s e d ; t h e st r u c t u r e of th e c o m p o siti o n w a s i m p r o v e d . I t

c a n b e s aid it w a s eff e cti v e a c ti vit y i n t h e w riti n g cl a s s o f J a p a n e s e b e gi n n e r s .
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